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とが必要と考え、酸加水分解を行い、抗酸化性の指標である ORAC (Oxygen Radical 
Absorance Capc 旬、活性酸素消去能を数値化したもの)を測定し た。 可溶性タンニンを加
水分解すると、ORAC 値は 3 倍以上に上昇し、可溶性タンニンが抗酸化性を発揮するため
には、加水分解されることが必要であると示唆された。
次に in vitro におけるタンニン加水分解物の MAC に対する静菌性を検討したところ、菌
量は顕著に抑制された。さらに可溶性タンニンを摂取させたマウスに MAC 菌を感染させ 8
週間飼育後の in vivo の検討では、肺における MAC の菌量ならびに MAC 感染による肉芽
腫形成がコントロール食を摂取したマウスよりも有意に抑制されていた。また、肺組織におけ
る炎症性サイトカイン 百~F-α や活性酸素誘導に関わる iNOS (inducible NO synthase )の産
生レベルが有意に低下していた。さらに骨髄由来マクロファージにおける可溶性タンニンの
M A C に対する効果を in vitro で検討したところ、MAC に感染させた骨髄マクロファージの
炎症性サイトカイン(IL 回 ls ，IL ・6，TNF -a) ならびに iNOS 産生レベノレが、可溶性タンニンの添
加により濃度依存的に低下していた。
以上のことから柿由来タンニンには肺非結核性抗酸菌症に対する予防・治療効果を有す
る可能性が示唆され、 柿由来タンニンが難治性呼吸器感染症に対する予防や治療に新た
な可能性を開くと考えられた。
